
日本農芸化学会 2025 年度 

関西・中四国・西日本支部合同大会 

（関西支部第 537 回・中四国支部第 72 回・西日本支部第 357 回講演会） 

 

会 場：岡山大学 津島キャンパス一般教育棟 

開催日：2025 年 9 月 18 日（木），19 日（金） 
 

第 1 日目 
 

11:30～12:30 中四国支部幹事打合会 （A31） 

  関西支部幹事会 （A32） 
 

13:00～14:00 2025 年度 日本農芸化学会賞受賞講演 （A21） 

「多様な微生物代謝の発見と解析ならびにその統合的応用に関する基盤研究」 

小川 順（京大院・農） 

「Ｂ型肝炎ウイルス由来中空ナノ粒子（バイオナノカプセル）の革新的応用研究」 

黒田俊一（阪大・産研） 
 

14:00～14:45 日本農芸化学会会長特別講演 

「食品成分が調節する代謝機能を介した慢性疾患予防」 

上原万里子（東農大・応生科） 
 

15:00～16:00 シンポジウム１ 

「基礎研究の視点から見直すポリフェノールの健康効果」 

「ポリフェノールは時間栄養をどう変えるか？ - 研究のあゆみと展望」 

榊原啓之（神戸大院・農） 

「成分組成情報が解き明かすポリフェノール機能のゆらぎ」 

藤村由紀（九大院・農） 

「ポリフェノール構造と生理活性標的臓器の関係」 

室田佳恵子（島根大・生資科） 
 

16:00～17:30 シンポジウム２ 

「微生物ものづくりのイノベーション-産学官連携が創るみらい-」 

「メタボロミクスの発酵食品研究への応用」 

福﨑英一郎（阪大院・工） 

「バイオ技術を活用した育種酵母による新たな酒造り」 

竹川 薫（九大院・農） 

 

－1－



「微生物変᥮技術を᰾とした産Ꮫᐁඹ๰型ࡶの࡙ࡃりのᐇ㊶」 

神ᓮ ᾈ（ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

「⥲合ウㄽ」 

 （ࢺー࢔クノࢸࣛ࣡ࢪフ）㸩ᒾୗ࿴⿱（酒⥲研）㸪⊁ᒣᫀᘯࢺスࢪポࣥࢩ

 

18:30～20:30 ᝟ሗ஺᥮会 （リーࢭン࢝ࢺルࢳャー࣍ࢸル） 

 

 

第 2 日目 

9:00～11:48 一般講演（༗๓の部） （A～+会場） 

 

12:00～13:00 関西支部ཧ୚会 （A32） 

 

 中四国支部ཧ୚会 （(11） 

 

 西日本支部ཧ୚会 （A31） 

 

13:15～15:15 一般講演（༗ᚋの部） （A～+会場） 

 

一般講演 会場一ぴ⾲ 

会 場 講演␒ྕ ศ 㢮 

㸿 A21 講⩏ᐊ A-1 ～ A-21 微生物 

㹀 A36 講⩏ᐊ %-1 ～ %-20 微生物 

㹁 A37 講⩏ᐊ &-1 ～ &-21 微生物・生物化学 

㹂 A41 講⩏ᐊ '-1 ～ '-20 㣗ရ 

㹃 %41 講⩏ᐊ (-1 ～ (-20 㣗ရ・⎔ቃ⛉学 

㹄 %32 講⩏ᐊ )-1 ～ )-21 ᭷ᶵ化学・᳜物 

㹅 %33 講⩏ᐊ *-1 ～ *-19 ᭷ᶵ化学 

㹆 %11 講⩏ᐊ +-1 ～ +-21 㓝⣲・ື物 
 
ὀព） 

1� パࢥࢯンࢆ⏝いཱྀࡓ㢌Ⓨ⾲࡚࡟⾜いࡲすࠋ᧯స࠾࡛⮬ྛࡣ㢪いࡲࡋすࠋࣉ ࣟジェࢱࢡー࡬の

᥋⥆ࡣ +'0, ᑐᛂ࡛す6-'ࠋXE ࡛の᥋⥆ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣ᥋⥆ࣈࣛࢺルのྍ⬟ᛶも࠶るࡵࡓ，

࡜3RZHU3RLQW ᙧᘧ）ࢱーࢹࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂ 3') ᙧᘧ）ࢆಖᏑࡓࡋ 86% ࣓ࣔリࡈࢆᣢཧくࡉࡔ

い࠾࡞ࠋ，パࢥࢯンࡧࡼ࠾ 86% ࣓ࣔリࡣ࡟ᚲࡎウイルスࢳェ࡚ࡗ⾜ࢆࢡࢵくࡉࡔいࠋ 

2� 一般講演ࡣ，Ⓨ⾲ 9 ศ，㉁␲ᛂ⟅ 2 ศ，パࢥࢯンษ᭰ 1 ศ，᫬㛫ཝᏲ࡛㐍⾜࠾ࢆ㢪いࡲࡋ

すࠋ  
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一般講演 ᗙ長一ぴ⾲ 

会 場 講演␒ྕ ᗙ 長 

㸿 A21 講⩏ᐊ 

A-1  ～  A-4
A-5  ～  A-8
A-9  ～  A-12
A-13 ～  A-16
A-17 ～  A-21

⸩ᖌᑑ἞ （山ཱྀ大㝔・創ᡂ⛉学） 
ᅵᒃඞᐇ （஑大㝔・農） 
⸨஭創ኴ㑻 （ᗈ島大㝔・⤫合生࿨） 
ᯇᓮᘯ⨾ （⇃本┴大㝔・⎔ቃඹ生） 
እ山༤ⱥ （⌰⌫大・農） 

㹀 A36 講⩏ᐊ 

%-1  ～  %-4
%-5  ～  %-8
%-9  ～  %-12
%-13 ～  %-16
%-17 ～  %-20

岡 ᣅ஧ （ᓫᇛ大㝔・ᕤ） 
࿴⏣ 大 （ᦤ༡大㝔・農） 
⚄ᓮ ᾈ （岡山大㝔・⎔ቃ生࿨） 
Ἀ㔝 ᮃ （஑大㝔・農） 
஭⃝┿࿃ （ி㒔ᕤ⧄大・ᛂ生） 

㹁 A37 講⩏ᐊ 

&-1  ～  &-4
&-5  ～  &-8
&-9  ～  &-12
&-13 ～  &-16
&-17 ～  &-21

Ḉ㇂ⱥ἞ （ᚨ島大・生物㈨※） 
Ώ㑓 ᙲ （㤶ᕝ大・農） 
金ᑿᛅⰾ （岡山大㝔・⎔ቃ生࿨） 
๓㔝ៅኴᮁ （山ཱྀ大・農） 
ゅ⏣ె඘ （஑大㝔・農） 

㹂 A41 講⩏ᐊ 

'-1  ～  '-4
'-5  ～  '-8
'-9  ～  '-12
'-13 ～  '-16
'-17 ～  '-20

ΎỈⱥᑑ （島᰿大・生㈨⛉） 
㉥ᕝ ㈉ （ᚨ島大㝔・་⛉ᰤ㣴） 
✄⚟ᚁᚿ （⌰⌫大・農） 
▼୸㝯⾜ （Ᏹ部フࣟ▷大・㣗物ᰤ㣴）
中ᮧಇஅ （岡山大㝔・⎔ቃ生࿨） 

㹃 %41 講⩏ᐊ 

(-1  ～  (-4
(-5  ～  (-8
(-9  ～  (-12
(-13 ～  (-16
(-17 ～  (-20

㏆⸨（ẚỤ᳃）⨾ᶞ（㧗▱┴大・健康ᰤ㣴）
᭷㤿஧ᮁ （㫽ྲྀ大・農） 
大᱓ᾈᏕ （中国学ᅬ・⌧௦生ά） 
中ᮧᐅ╩ （岡山大㝔・⎔ቃ生࿨） 
⸨ᮧ⏤⣖ （஑大㝔・農） 

㹄 %32 講⩏ᐊ 

)-1  ～  )-4
)-5  ～  )-8
)-9  ～  )-12
)-13 ～  )-16
)-17 ～  )-21

ᰗ⏣ ு 
ஂୡ㞞ᶞ 
᭷⃝⨾ᯞᏊ 
宗正晋太郎 
᳃ Ἠ 

（㤶ᕝ大・農） 
（⚄ᡞ大㝔・農） 
（஑大㝔・農） 
（岡山大㝔・⎔ቃ生࿨） 
（岡山大・᳜物研） 

㹅 %33 講⩏ᐊ 

*-1  ～  *-4
*-5  ～  *-8
*-9  ～  *-12
*-13 ～  *-16
*-17 ～  *-19

⏥ᩫᘓḟ （㜰බ大㝔・農） 
᳃ 直ᶞ （ி大㝔・農） 
西⬥ ᑑ （ឡ፾大㝔・農） 
⏣஭❶༤ （ᚨ島大・生物㈨※） 
᯽木୔ᣑ （㧗▱大・農ᯘᾏὒ） 

㹆 %11 講⩏ᐊ 

+-1  ～  +-4 
+-5  ～  +-8 
+-9  ～  +-12 
+-13 ～  +-16 
+-17 ～  +-21

⏿生ಇග （岡山大㝔・⎔ቃ生࿨） 
ட஭康ᐩ （ிᗓ大㝔・生࿨⎔ቃ） 
岡本㈼἞ （㫽ྲྀ大・ᕤ） 
ⱝ山 Ᏺ （❧࿨㤋㝔・生࿨⛉学） 
ྜྷཎ᫂⚽ （㤶ᕝ大・農） 

－3－



会場࡬のࢭࢡ࢔ス 
 

岡山大学津島キャンパス（ᮾ）一般教育棟  

ࠛ700-8530 岡山┴岡山ᕷ໭༊津島中 1-1-1 7(/ 086-252-1111 

-5 岡山㥐Ѝ岡㟁ࣂス（KWWSV:��RND\DPD-NLGR�FR�MS�EXV�MLNRNX�KWPO） 

ルࢼー࣑ࢱスࣂ岡山㥐西ཱྀから  ࠐ 22 ␒஌り場から>47@⣔⤫「岡山⌮⛉大学」⾜ࡁ

ୗ㌴ ᡤせ᫬㛫࡛「岡大ධཱྀ」ࠋ஌㌴࡟ 7ࠥ10 ศ 

ルࢼー࣑ࢱスࣂ岡山㥐ᮾཱྀから ࠐ 13 ␒஌り場から>17@>67@⣔⤫「ጁၿᑎ」⾜࡟ࡁ

஌㌴ࠋ「岡大西㛛」࡛ୗ㌴ ᡤせ᫬㛫 30 ศ 

岡山✵ Ѝ岡㟁ࣂス 

 ✵岡山  ࠐ 2␒஌り場から「岡山㥐㐠ືබᅬ （ཱྀ西ཱྀ）」⾜࡟ࡁ஌㌴，「岡山大学➽」

࡛ୗ㌴，ᚐṌ 7 ศͤࠋノンスࡣ౽ࣉࢵࢺ「岡山㥐」࡛ୗ㌴�岡山㥐からྛ✀஺㏻

ᶵ関ࢆ฼⏝ 

 

 

 

᝟ሗ஺᥮会： 

リーࢭン࢝ࢺルࢳャー࣍ࢸル 

（ࠛ700-0011 岡山ᕷ໭༊学༡⏫ 1-3-2） 

岡山大学一般教育棟からᚐṌ ۑ 15

ศ⛬度，もࡋくࡣ「岡大ධཱྀ」か

ら岡山㥐⾜ࣂࡁス࡟஌㌴ࡋ「学༡

⏫」࡛ୗ㌴ ᡤせ᫬㛫 5ศ 

 

  

47 ⣔ࣂスЍ 

47 ⣔ࣂスЍ

津島キャンパス 
�ᮾ� 
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会場᱌ෆ 

受 ௜ & 棟 � 㝵 &12 講⩏ᐊ ࣟࢡーࢡ & 棟 � 㝵 &24講⩏ᐊ

 9 月 18 日（木） 

中四国支部幹事打合会 $ 棟 3 㝵 A31 講⩏ᐊ 

関西支部幹事会 $ 棟 3 㝵 A32 講⩏ᐊ 

受賞講演・特別講演 $ 棟 2 㝵 A21 講⩏ᐊ 

᝟ሗ஺᥮会 リーࢭン࢝ࢺルࢳャー࣍ࢸル 

  9 月 19 日（金） 

㸿会場 $ 棟 � 㝵 A21 㹃会場 % 棟 � 㝵 %41 

㹀会場 $ 棟 � 㝵 A36 㹄会場 % 棟 � 㝵 %32 

㹁会場 $ 棟 � 㝵 A37 * 会場 % 棟 � 㝵 %33 

㹂会場 $ 棟 � 㝵 A41 + 会場 % 棟 � 㝵 %11 
ఇ᠁ᐊ 1 $ 棟 � 㝵 A34 ఇ᠁ᐊ 2 $ 棟 � 㝵 A42 

西日本支部ཧ୚会 $ 棟 � 㝵 A31 関西支部ཧ୚会 $ 棟 � 㝵 A32 

中四国支部ཧ୚会 ( 棟 � 㝵 (11  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

'棟 

%棟

&棟

A棟

(棟
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会場᱌ෆ
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講 　 　 　  演 　 　 　  会

プ 　 ロ 　 グ 　 ラ 　 ム





日本農芸化学会 

2025 年度関西・中四国・西日本支部合同大会 ࣛࢢࣟࣉム 

（関西支部第 537 回・中四国支部第 72 回・西日本支部第 357 回講演会） 

 

会 場：岡山大学 津島キャンパス一般教育棟 

開催日：2025 年 9 月 18 日（木），19 日（金） 

 

第 1 日目 

11:30～12:30 中四国支部幹事打合会 （A31） 

  関西支部幹事会 （A32） 

 

13:00～14:00 2025 年度 日本農芸化学会賞受賞講演 （A21） 

「多様な微生物代謝の発見と解析ならびにその統合的応用に関する基盤研究」 

小川 順（京大院・農） 

ᗙ㛗 ᅵᒃඞᐇ（九大院・農） 

「Ｂ型肝炎ウイルス由来中空ナノ粒子（バイオナノカプセル）の革新的応用研究」 

黒田俊一（阪大・産研） 

ᗙ㛗 ㇂ ྐே（京大院・農） 

 

14:00～14:45 日本農芸化学会会長特別講演 

「食品成分が調節する代謝機能を介した慢性疾患予防」 

上原万里子（東農大・応生科） 

ᗙ㛗 ▼原 ஽（㫽ྲྀ大・農） 

 

15:00～16:00 シンポジウム１ 

「基礎研究の視点から見直すポリフェノールの健康効果」 

ᗙ㛗 中村ᐅ╩（ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

「ポリフェノールは時間栄養をどう変えるか？ - 研究のあゆみと展望」 

榊原啓之（神戸大院・農） 

「成分組成情報が解き明かすポリフェノール機能のゆらぎ」 

藤村由紀（九大院・農） 

「ポリフェノール構造と生理活性標的臓器の関係」 

室田佳恵子（島根大・生資科） 
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16:00～17:30 シンポジウム２ 

「微生物ものづくりのイノベーション-産学官連携が創るみらい-」 

ᗙ㛗 原 ၏ྐ（ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

「メタボロミクスの発酵食品研究への応用」 

福﨑英一郎（阪大院・工） 

「バイオ技術を活用した育種酵母による新たな酒造り」 

竹川 薫（九大院・農） 

「微生物変᥮技術を᰾とした産Ꮫᐁඹ๰型ࡶの࡙ࡃりのᐇ㊶」 

神ᓮ ᾈ（ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

「⥲合ウㄽ」 

 福﨑英一郎（阪大院・工） ࢺリスࢿࣃ

  竹川 薫（九大院・農） 

  ᒾୗ࿴⿱（酒⥲研） 

  ⊁ᒣᫀᘯ（（ᰴ）フࢸࣛ࣡ࢪクノ࢔ーࢺ） 

 ーター 神ᓮ ᾈ（ᒸᒣ大院㺃⎔ቃ生࿨）ࢿ࢕ࢹーࢥ 

 

18:30～20:30 ᝟ሗ஺᥮会          （リーࢭン࢝ࢺルࢳャー࣍ࢸル） 

 

 

第 2 日目 

9:00～11:48 一般講演（༗๓の部）            （A～+ 会場） 

 

12:00～13:00 関西支部ཧ୚会          （A32） 

 

 中四国支部ཧ୚会          （(11） 

 

 西日本支部ཧ୚会          （A31） 

 

13:15～15:15 一般講演（༗ᚋの部）            （A～+ 会場） 
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 ムࣛࢢࣟࣉ一般講演 ۍ

 

㸿会場（A21 講⩏ᐊ）「微生物 1」 

 

A-1 9:00 ዲ⇕性⧄⥔≧フ࢓ーࢪのỈᖹఏ᧛に関ࢃる㑇ఏ子の機能解析 

 ᵽ⬥┿由紀㸪ྜྷ田ᬛ⨾㸪㛗ᒸᮍஂ㸪๪島᫓㤶㸪藤㔝Ὀᐶ㸪ᅵᒃඞᐇە  

  （九大院・農） 

 

A-2 9:12 ⣽⳦࢔ࣄルロࣥ㓟⢾㙐合成酵⣲の⢾㙐合成分子メカ࣒ࢬࢽの構造基盤解析 

ᆏᮏ୐ᙬ㸪๓田᠇ேە   1㸪㇏田⁞ኴ 1㸪ᖹ島ṇே 1㸪ᑎᮏᓅ大 1㸪ゅ田佳඘ 1 

  （九大・農㸪1 九大院・農） 

 

A-3 9:24 ⣽⳦種にࡅ࠾る ANI と dDDH のᑐ応関係の᳨ド 

 Ⲩ㔠㟷空㸪๓㔝ៅኴᮁە  

  （ᒣཱྀ大院・๰成科Ꮫ） 

 

A-4 9:36 ⣽⳦を㏿ࡃቑṪࡏࡉるたࡵには？ 㹼リボࢯー࣒ RNA オ࣌ロࣥᩘに╔┠し࡚㹼 

ྖ᠇బ藤ᝆዉ㸪ᒸ㔝ە   1㸪ᮏ田Ꮥ♸ 2,3㸪ᐑᓮ೺ኴ郎 2㸪బ藤 ᝆ 4 

  （ᒣཱྀ大院・๰成科Ꮫ㸪1 関す大・໬生工㸪2 阪大・生工ᅜ஺セ㸪3 阪大・ඛᑟᏛ研機㸪

4 ᒣཱྀ大・中㧗 微研セ） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

A-5 10:00 㓑㓟⳦ Acetobacter pasteurianus にࡅ࠾る㓑㓟代謝に౫Ꮡしな࠸㓑㓟⪏性 

  成ᯇ ᫍ 1㸪村上ᯝ✑ 1㸪∦ᒸᑦஓ 1,2㸪ᯇ㇂ᓠ之介 3㸪Uraiwan Tippayasak4㸪 

  Gunjana Theeragool4㸪ᯇୗ一ಙ 1,2㸪ࠐ⸩ᖌᑑ἞ 1,2 

  （1 ᒣཱྀ大院・๰成科Ꮫ㸪2 ᒣཱྀ大・中㧗 微研セ㸪3 東農大・生物産ᴗ㸪 

  4 カセࢧーࢺ大・理） 

 

A-6 10:12 Ἀ⦖࡛⥔ᣢ࠸࡚ࢀࡉた⣚Ⲕ࢟ノࢥから༢㞳ࢀࡉた㓑㓟⳦に࡚࠸ࡘ 

 እᒣ༤英㸪小ụ明᪥㤶㸪ᒇⰋᮅ㝧㸪Ỉ㇂ ἞ࠐ  

  （⌰⌫大・農） 

 

A-7 10:24 ࢺࣄ⭠ෆ⣽⳦ Collinsella aerofaciens の新つな᎘Ẽ的プリࣥయ代謝⤒㊰ 

原田 ᐶ㸪ᐑୗṇᘯ㸪ᰩ原 新ࠐ   1㸪၈島成ᐂ 2㸪ᶫᮏ ΅㸪小಴ᗣᖹ 

  （京大院・農㸪1 ㏆␥大・生物理工㸪2 㔠ἑ大・ᅜ㝿基ᖿ） 
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A-8 10:36 フ࢕リࣥࣆ・ࣞイࢸ島のඣ❺の⭠ෆ⣽⳦ྀと⫹Ồ㓟の解析 

  ,Ọ஭೺ኈᮁ, Nurlisa %inWi 0ohd A]Pil, )lyndon 0ark Dagalea1ە  

  Donna &hrisWene RaPos2, /eslie 0iFhelle DalPaFio1, 中ᒣ஧郎 

  （九大院・農, 1 フ࢕リࣥࣆ大࣐2 ,ᰯࣛࢽ  （ᕞ❧大ࣖࢧࣅ

 

 10:48 ఇ ᠁ 

 

A-9 11:00 多成分ࣥࣛࢺスポーターを฼用したバクࢸリオࣥࢩ分Ἢ発⌧大⭠⳦の構⠏ 

 ᭹㒊ᆂᜤ㸪小ᒣ恵⍵㸪中ᒣ஧郎㸪ၿ藤ጾྐە  

  （九大院・農） 

 

A-10 11:12 たࡃあࢇₕから分㞳したங㓟⳦ Lactococcus lactis 3-R24 が生産するバクࢸリオࣥࢩ 

㔝℩あすか㸪ၿ藤ጾྐە   1㸪ᯇᓮᘯ⨾ 2 

  （⇃ᮏ┴大院・⎔ቃඹ生㸪1 九大院・農㸪2 ⇃ᮏ┴大・⎔ቃඹ生） 

 

A-11 11:24 Bifidobacterium longum 1���A の⭠ෆᐃ╔に㔜せなタࣥࣃク㉁分解酵⣲の解析 

Ỉ㇂ ✨㸪ሯᓮಟᖹە   1㸪྿㇂ ᬛ 1㸪἟ᮏ ✑㸪ຍ藤┤ᶞ㸪࿴田 大 

  （ᦤ༡大院・農㸪1 ໭大院・農） 

 

A-12 11:36 Lactiplantibacillus plantarum 3U.� にࡅ࠾る多成分バクࢸリオࣥࢩ㍺㏦機構の解析 

原┿ᕼ㸪బ藤ᖾ஀ྜྷࠐ   1㸪ၿ藤ጾྐ 2㸪ᯇᓮᘯ⨾ 1 

  （⇃ᮏ┴大院・⎔ቃඹ生㸪1 ⇃ᮏ┴大・⎔ቃඹ生㸪2 九大院・農） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

A-13 13:15 ࢪ࢔リࣥࢪ⎔໬合物の生合成に関୚する◲㓟㌿⛣酵⣲の❧య構造解析 

 ᐑୗ༓代஀㸪ᑎᮏᓅ大㸪ゅ田佳඘ە  

  （九大院・農） 

 

A-14 13:27 㜿ἼᬌⲔங㓟⳦の༢㞳とそࢀをスターターとした新し࠸㜿ἼᬌⲔの๰ฟ 

すฟὈ大㸪竹ୗ㝣ேࠐ   1㸪㙊田恵里㤶 1㸪明ཱྀ 㞞 1㸪川上❳ᕭ 2 

  （ᚨ島大院・๰成科Ꮫ㸪1 ᚨ島大・生物資※㸪2ᚨ島大院・生物資※） 

 

A-15 13:39 ࢥリࢿ型⣽⳦にࡅ࠾る࣐ࣥ࢞ࣥ㍺㏦⣔に関する研究 

ᒸ田♸඾㸪∦ᒸᑦஓە   1,2㸪ᯇୗ一ಙ 1,3㸪⸩ᖌᑑ἞ 1,2 

  （ᒣཱྀ大院・๰成科Ꮫ㸪1 ᒣཱྀ大・研究᥎㐍㸪2 ᒣཱྀ大・中㧗 微研セ㸪3ᒣཱྀ大・農） 
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A-16 13:51 Peniophora ᒓᢸ子⳦によるᮍ฼用資※からの多⢾生成 

㸪℈㔝由⳯ࡦࡉⓑᒾあە   1㸪阪ᮏ㱟ྖ 1㸪ᒸᮏ㈼἞ 2 

  （㫽ྲྀ大院・ᣢ♫๰生㸪1 阪බ大院・農㸪2 㫽ྲྀ大院・工） 

 

 14:03 ఇ ᠁ 

 

A-17 14:15 Alteromonas ᒓᾏὒ⣽⳦による⥳⸴◲㓟໬多⢾ウルバࣥの分解⤒㊰の解明 

  黒ᒸኟᾏ㸪ᮌ村཭紀㸪ۑ大すᾈᖹ（㧗▱大・農ᯘᾏὒ） 

 

A-18 14:27 ⴥᅪ &1 ⣽⳦ Methylorubrum extorquens A01 ᰴの㟷Ⰽගཷᐜయのྠᐃ 

小ᯘ࿘ᖹ㸪ኴ田ᜤᖹ㸪஭ཱྀ༤之ە   1㸪阪஭ᗣ能 1,2㸪由里ᮏ༤ஓ 

  （京大院・農㸪1 京㒔ඛ➃大・バイオ⎔ቃ㸪2 京大院・⥲合生ᏑᏛ㤋） 

 

A-19 14:39 ᳜物ඹ生メࢳロࢺローフ⣽⳦のࣛࣥタノイࢻ応⟅型 pqqA発⌧調節によるⴥ上344分

Ἢ機構 

ⓑಖ࿴ဢ㸪▮㔝ᔞ඾ە   1㸪୕஭ுྖ 1 

  （ᒸᒣ理大院・理工㸪1ᒸᒣ理大・生࿨科） 

 

A-20 14:51 InYesWigaWion oI UniTue GenoPe 6WruFWure oI Methylobacterium and ;erD�0ediaWed GeneWiF 

(lePenW 

 aWiI 0uhaPPad APPar, 6aWoru :aWanaEe1, .eiWa 0iyake2, Akio Tani/ە  

  （I36R, 2kayaPa UniY�, 1 Tokyo UniY� AgriF�, 2 Tokyo UniY�） 

 

A-21 15:03 Has lanWhanide gradienW in planWs FonWriEuWed Wo Whe eYoluWionary Fhange in Whe PeWal 

reTuirePenW oI EaFWerial PeWhanol dehydrogenase" 

 IYyrose 0nialoh, 6hin :aWanaEe1, 6aWoshi NanaPi2, Akio Taniە  

  （I36R 2kayaPa UniY�, 1Ryukyu UniY�, 2 2saka 0eWropoliWan UniY�） 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹀会場（A36 講⩏ᐊ）「微生物 2」 

 

%-1 9:00 㯤㯜⳦にࡅ࠾る T2R&1 中ᚰᅉ子 AoTor1 の࢔ミノ㓟応⟅に関ࢃる分子機構解析 

 中㇂ኊⰋ, 竹川 薫, ᵽཱྀ⿱ḟ郎ە  

  （九大院・農） 

 

%-2 9:12 オリࢦ⢾の生産に資する㯤㯜⳦の⳦ᰴとᇵ養᮲௳の᳨ウ 

 ᯇἑᬛᙪ㸪藤㍯ᚰ┿㸪島田ᑦᏘࠐ  

  （㤶川大院・農） 

 

%-3 9:24 ᢸ子⳦ Flammulina velutipes 由来ࣛࢵカー࢔ࢮイࢨࢯイ࣒が୚える⌧㇟に࡚࠸ࡘ 

㟼川⥤஀㸪ோᑿඃኴ㸪&esur Aylin1㸪㯞田ᜤᙪە   2㸪Ώ㑓 ᙲ 2 

  （㤶川大院・農㸪1 ឡ፾大院・㐃農㸪2 㤶川大・農） 

 

%-4 9:36 㯜⳦ᅛయᇵ養によるオリーࣈⴥ成分の微生物変᥮ ࢔�ミノ㓟㔞の変໬� 

ᮌ村ග႐㸪㎮ᕭ୐ᾏە   1㸪୕ Ꮿ๛ྐ 2㸪ఀ 藤一成 2㸪㇂㔝᭷佳 2㸪竹ෆ㉱Ⓩ 2㸪ᒣୗ⚽⾜ 3㸪

ྜྷ田㟹ᘯ 4㸪ᚎ 恵⨾ 4㸪⳥ᆅᩗ一 4㸪῝㔝ኟᬦ㸪ோ戸田↷ᙪ㸪神ᓮ ᾈ 

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨㸪1 ᒸᒣ大・農㸪2 ᒸᒣ┴工技セ㸪3 ᵽཱྀᯇ之ຓၟᗑ㸪 

  4 ᪥ᮏオリーࣈ） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

%-5 10:00 㯤㯜⳦にࡅ࠾る (R�phagy のㄏᑟ᮲௳とཷᐜయೃ⿵㑇ఏ子の解析 

 㧗ᶫᰆ㤶㸪竹川 薫㸪ᵽཱྀ⿱ḟ郎ࠐ  

  （九大院・農） 

 

%-6 10:12 ⓑ㯜⳦ Aspergillus luchuensis PuW� kawachii のඹࢤノ࣒⦅㞟にࡅ࠾る新つ㑅ᢥ࣐ーカー

の㛤発 

 ㎞島೺ᩥ㸪஭ඖຬ介㸪中村ᙲᏹ㸪እⷵ英ᶞ㸪㧘ୗ⚽᫓ࠐ  

  （୕࿴酒㢮（ᰴ）） 

 

%-7 10:24 Aspergillus nidulans にࡅ࠾る⣽⬊ෆ ȕࢢ�ルࢲࢩࢥーࢮの機能解析 

ቨ 㥴㸪㛛ᒸ༓ᑜ▮ە   1㸪ᯇἑᬛᙪ 2㸪ᒸ ᣅ஧ 1 

  （ᓫᇛ大院・工㸪1 ᓫᇛ大・生物生࿨㸪2 㤶川大・農） 
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%-8 10:36 &1 酵母 Candida boidinii は Papiliotrema laurentii のⴥᅪᐃ╔をಁ㐍する 

 㔜田佳ዉ㸪ⓑ▼᫭ᑘ㸪0oriW] 6Fhroll1㸪ReEekka /auer1㸪)rank .eppler1㸪ە  

  阪஭ᗣ能 2㸪由里ᮏ༤ஓ 

  （京大院・農㸪1 ル࣋ルク大・ᆅ⌫科Ꮫ㸪2ࢹイࣁ 京大院・⥲合生Ꮡ） 

 

 10:48 ఇ ᠁ 

 

%-9 11:00 酵母 AWg22 Ḟᦆによるオーࢺフࢵࢪ࢓クボ࢕ࢹ分解ᢚไのస用機ᗎに࡚࠸ࡘ 

関藤Ꮥ之ࠐ   1㸪ᒸ村Ⰻᝅ㸪 中ᇛ㐶Ⓩ㸪ᇼỤ（川ಛ）᭸子 2㸪Ἑ田⨾ᖾ 1,3 

  （ឡ፾大院・農㸪 1 ឡ፾大・3R26㸪2 東京科Ꮫ大・&%&㸪3ឡ፾大・ADR(6） 

 

%-10 11:12 ฟⱆ酵母を用࠸た⣽⳦スフࢦࣥ࢕⢾⬡㉁の生産と機能解析 

 小田ᤫ᭶㸪டᒣᬛ㈗㸪ᒸ田┤ᶞ㸪▼ᶫὒᖹ, Ἀ㔝 望ە  

  （九大院・農） 

 

%-11 11:24 ⮬↛⏺より分㞳した Lachancea ᒓ酵母の〇ࣥࣃ≉性のホ౯ 

㟷ᮌ᲍㤶✑㸪Ώ㎶大㍜ە   1㸪ᒣ田ᚨᗈ㸪ຍ藤┤ᶞ㸪἟ᮏ ✑㸪࿴田 大 

  （ᦤ༡大院・農㸪1 ዉⰋඛ➃大・バイオ） 

 

%-12 11:36 Saccharomyces cerevisiae にࡅ࠾るࣥࢽࣛ࢔㧗ྵ᭷メカ࣒ࢬࢽの解析 

஭⨾⋪㸪☾㈅❶ኴ⃝ە   1㸪㧗ᮌ༤ྐ 1㸪ຍ藤┤ᶞ㸪἟ᮏ ✑㸪࿴田 大 

  （ᦤ༡大院・農㸪1 ዉⰋඛ➃大・研究᥎㐍） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

%-13 13:15 㓑㓟スࣞࢺスによる酵母の⩻ヂ㛤ጞ関㐃ᅉ子のᒁᅾ変໬と⩻ヂᢚไ 

⩧ᑎ島⨾ౡ㸪ྜྷᒣ㝧ە   1㸪஭⃝┿࿃ 

  （京㒔工⧄大院・応生㸪1 京㒔工⧄大・応生） 

 

%-14 13:27 ฟⱆ酵母にᑐするࢯルࣥࣅ㓟のᢠ┿⳦స用の解析 

 ᪉ᝆᶞ㸪஭⃝┿࿃⾜ە  

  （京㒔工⧄大・応生） 

 

 ミノ㓟㍺㏦ไᚚ機構の解析࢔ース応⟅⤒㊰のࢥルࢢた࠸ミノ㓟構造㢮ఝయを用࢔ 13:39 15-%

黒ᮌள⨾㸪ᯇᑿᏳᾈە   1 

  （島根大院・⮬↛科Ꮫ㸪1 島根大・生資科） 
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%-16 13:51 分⿣酵母リࣥ⬡㉁合成⤒㊰Ḟᦆ࡛ᘬき㉳ࢀࡉࡇるᰁⰍయ分㓄␗ᖖの解析 

ᮌὯ㍜㸪ᯇᑿᏳᾈࠎబە   1 

  （島根大・⮬↛科Ꮫ㸪1島根大・生資科） 

 

 14:03 ఇ ᠁ 

 

%-17 14:15 分⿣酵母 S. pombe の &o4 合成に関୚する &oT4 の一࢔ミノ㓟⨨᥮による機能的࢔ミ

ノ㓟ṧ基の᥈⣴ 

ኳ㔝統ᗄە   1㸪川ྥ ㄔ 2㸪ᡄ能ᬛᏹ 1,2 

  （1 島根大院・⮬↛科Ꮫ㸪2 島根大・生資科） 

 

%-18 14:27 分⿣酵母ࢵࣕ࢟ࣥ࢔プࢸࢺロメ࢔にࡅ࠾るࣄスࣥࢺバリࢺࣥ࢔ H2A�= の機能解析 

  㧗ᮌඖᩯ㸪田村Ὧᩯ㸪ࠐ上㔝 ຾ 

  （ᗈ島大院・統合生࿨） 

 

%-19 14:39 分⿣酵母の RTh1 機能Ḟᦆにࡅ࠾る 3oI1 と Nrd1 の機能解析 

iang EeiEei, ௒田ὶᫍ-ࠐ   1㸪上㔝 ຾ 1 

  （ᗈ島大院・統合生࿨㸪1 ᗈ島大・工） 

 

%-20 14:51 ミࢻࣥࢥࢺリ࢔の⩻ヂపୗは DI0 ౫Ꮡ的活性㓟⣲の産生にᙳ㡪を୚える 

Ọ஭英⩧㸪.aiyu :ang1㸪大⃝⚽඾ە   2㸪上㔝 ຾ 1,2 

  （1 ᗈ島大院・統合生࿨㸪2 ᗈ島大・工） 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹁会場（A37 講⩏ᐊ）「微生物 3」「生物化学」 

 

&-1 9:00 ◲㯤㓟໬⣽⳦ Acidithiobacillus ferrooxidans の機能ᮍ▱㑇ఏ子 A)(B��3� の解析 

 中ᑿឡᾏ㸪ᅧஂᬛ紀㸪根ᮏ理子㸪田村 㝯㸪㔠ᑿᛅⰾە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

&-2 9:12 ルࢩフェࣛーࢮと A3 ἲを用࠸たᾏᗏୗ微生物代謝活性の⡆᫆的 ᐃἲの構⠏ 

藤原ᛌྣ㸪ㅖ㔝♸ᶞە   1㸪ⱝᯇὈ介 

  （㧗▱大・農ᯘᾏὒ㸪1-A06T(&・㧗▱࢔ࢥ） 

 

&-3 9:24 ⣽⬊ෆへのリࣥࢪの㐣๫なྲྀり㎸みがᘬき㉳ࡇす生育㜼ᐖのメカ࣒ࢬࢽ 

ᑿᆏኟ࿡㸪田上៞佳㸪村ᑿዉ⨾㸪中ᇛ㐶Ⓩ㸪Ἑ田⨾ᖾە   1,2㸪関藤Ꮥ之 1 

  （ឡ፾大院・農㸪1 ឡ፾大・3R26㸪2 ឡ፾大・ADR(6） 

 

&-4 9:36 3arasporin�� 変␗యによる⣽⬊ᦆയ活性のᾘኻとその構造的せᅉの解析 

㑣㡲ຬኴ㸪㜿㒊㞝一ࠐ   1㸪㰻藤ᾈ之 2㸪໭田 栄 3㸪原島 俊 1㸪ᾎ㔝ᆂ㍜ 1 

  （ᓫᇛ大院・応微㸪1 ᓫᇛ大・生物生࿨㸪2 福ᒸ工技セ・生食研㸪3 九工大院・情報工） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

&-5 10:00 ᾏὒ性微生物ࣛࣅリࣥࣛࣗࢳの⬡㉁生産にཬࡰす⏺㠃活性๣のῧຍຠᯝ 

⾜み㸪阪ᮏ㮚ࡎ࠸㸪ஂ⡿ࠎዟ㔝ᑀە   1㸪田中ᝅᗈ 2㸪Ḉ㇂英἞ 1 

  （ᚨ島大院・๰成科Ꮫ㸪1 ᚨ島大・生物資※㸪2バイオ࢔ークプロ） 

 

&-6 10:12 ([ploring inWeraFWions aPong EaFWeria assoFiaWed wiWh Whe Earley rhi]osphere using a synWheWiF 

FoPPuniWy approaFh 

 0d AsiI 0ahaPud, Rungnapa 3iFhaikarn1, Akio Taniە  

  （I36R 2kayaPa UniY�, 1 6Fh� 6Fi� :alailak UniY�, Thailand） 

 

&-7 10:24 ᳜物ṧ´を用࠸た微生物の㞟✚ᇵ養とメタࢤノ࣒解析 

ᯇ原ᬂⰋ㸪▼川ᫀ࿴ە   1㸪ᯇᮏ 薫 1㸪ᯇἑᬛᙪ 

  （㤶川大・農㸪1 㤶川大・バイオイࣥフ࢛） 

 

&-8 10:36 ᰁⰍయ上のᒁᡤ的なࢤノ࣒分໬に╔┠した Apilactobachillus kunkeei の種ෆ多様性解析 

 福田ⱸⳀⰼ㸪๓㔝ៅኴᮁە  

  （ᒣཱྀ大・農） 

 

 10:48 ఇ ᠁ 
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&-9 11:00 &RI63R�&as� ἲを用࠸たᢸ子⳦ Coprinopsis cinerea のオーࢺフࢪ࢓ー関㐃㑇ఏ子の◚ቯ 

㰺藤ᕦ㤿㸪໭原᪸ᕼ㸪ฮ㒊ᩗྐە   1㸪Ώ㑓 ᙲ 2 

  （㤶川大院・農㸪 1 ᚨ島大・生物資※㸪 2 㤶川大・農） 

 

&-10 11:12 ㉸ዲ⇕性࢔ー࢟࢔ Thermococcus kodakarensis 由来 I�% 型 &RI63R�&as ⣔の機能構造解析 

  㸪ᯇᮏ俊介㸪἟田೔ᚁࢀ໭川すみࠐ  

  （九大院・農） 

 

&-11 11:24 WRNA の࢔ミノࢩ࢔ル໬をゐ፹する༙ே工リボࢨイ࣒の機能構造解析 

㤶川 ᑛ㸪Ᏻ㒊⣫ᖹە   1㸪ᑎᆏᑦ⣫ 2㸪Ⳣ ⿱明 3㸪἟田೔ᚁ 

  （九大院・農㸪1 九大・農㸪2 科Ꮫ大・ᆅ⌫生࿨研㸪3 東大院・理） 

 

&-12 11:36 ⣽⳦スフࢦࣥ࢕⢾⬡㉁合成酵⣲の構造機能解析 

 中島⨾᭶㸪㇏田⁞ኴ㸪ᒣ田♸大㸪大⁪ᚿ郎㸪ᑎᮏᓅ大㸪Ἀ㔝 望㸪ゅ田佳඘ە  

  （九大院・農） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

&-13 13:15 ◲㓟໬ࢳロࣥࢩㄆ㆑ᢠయによるᢠ原ㄆ㆑機構の解析 

ᅬୗၿ࿴㸪᳃ ᑦᐶە   1㸪▮సᾈኴ郎 1㸪すᮏᝋ子 1㸪ᑎᮏᓅ大 1㸪ゅ田佳඘ 1 

  （九大・農㸪1 九大院・農） 

 

&-14 13:27 ᳜物にࡅ࠾る &�Wo�U 型 RNA ⦅㞟酵⣲の┦஫స用メカ࣒ࢬࢽ解明 

 ୸㔝Ὀኸ㸪ᑎᮏᓅ大㸪⁽原Ⰻኴ㸪ゅ田佳඘ە  

  （九大院・農） 

 

&-15 13:39 ࢟ナーࢮඹ発⌧による大⭠⳦を用࠸たリࣥ㓟໬タࣥࣃク㉁基㉁のస〇とホ౯ 

藤原ගඃ㸪஭ඖ⳯ὠ子㸪大⃝ ோە   1㸪小㊰㑳ᘺ㸪⛅᭶一㥴 2㸪▼田ᩔᙪ 3㸪Ṋ田ᘯ資 4㸪

டୗ ຬ㸪ᮎྜྷ紀⾜ 

  （㤶川大・農㸪1 ឡ፾大院・㐃農㸪2ࣦࢲࣥ࢓ーࣅルࢺ大・་㸪3 ᗈ島大院・統合生࿨㸪

4 㛗ᓮ大院・་ṑ⸆） 

 

&-16 13:51 ங⬡⫫⌫⭷タࣥࣃク㉁ࢳࣈロフ࢕リࣥと┦஫స用する࣌プࢻࢳ㓄ิの᥈⣴ 

  㛗㇂川ⱸ里ዉ㸪ᩪ藤㞝大㸪▼田みのり㸪ᯇᐑ೺ኴ郎㸪ࠐ㇂ ྐே 

  （京大院・農） 

 

 14:03 ఇ ᠁ 
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&-17 14:15 㧗㏿ A)0 によるࣗ࢟ࣥࣅリࣥ活性型変␗యの構造変໬ືែ解析 

ᯇ村明ဏ㸪ᯇᒣ大㍤㸪黒田⨾㒔㸪ᕷ田 ගە   1㸪ᮌ村Ὀஂ㸪ྂᑎဴᖾ 1㸪ᮌᒸ紀ᖾ 

  （京大院・農㸪1 㔠ἑ大・ナノ生࿨） 

 

&-18 14:27 ῝ᒙᏛ⩦に基࡙ࡃ (G)3 ⤖合ミࢽタࣥࣃク㉁の de noYo タィとᐇ㦂的᳨ド 

 ⾜ᒸ田ㄔ୕㸪௒村⥔ඞ㸪௒中ὒە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

&-19 14:39 ࣞポーターࢵ࢔セイによるカイ࠾ࢥよび⥺⹸由来 Gi ඹᙺ型 G3&R の応⟅解析 

来ᬂஓ㸪ྜྷ川ᣅ㤿㸪田中 ໶㸪ட田៞ᝅ㸪ගቑྍዉ子‶ࠐ   1㸪ኴ田ᗈே 

  （ᓫᇛ大・生物生࿨㸪1ᑦ⤍大・生活科Ꮫ） 

 

 オフ࢛ー࣒解析ࢸク㉁のプロࣃẘ⤖合タࣥࢢ由来フ⓶ࢢフࣛࢺ 14:51 20-&

 ㎸ᒣリ⧊㸪上㔝ᖿ᠇㸪ᒣཱྀ೺一ە  

  （㛗ᓮ大院・生産） 

 

⳦ルのస〇とங㓟ࢹカ（Oryzias latipes�⭠炎ࣔࢲメࣄ 15:03 21-& Pediococcus pentosaceus T2.AI 

1�P による炎⑕ᢚไ能のホ౯ 

中Ṋ㞞༤㸪中島ຬ㈗ࠐ   3㸪᪥ẚ཭之 1,2㸪ຍ藤 望 3㸪ᐑⰋៅ之介 3㸪ᮌୗ英ᶞ 1,2,3㸪 

  ᖹ㔝ᑗྖ 1,2,3 

  （東ᾏ大院・農㸪1 東ᾏ大院・生科㸪2 東ᾏ大・⥲農研㸪3 東ᾏ大・農） 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹂会場（A41 講⩏ᐊ）「㣗ရ 1」 

 

'-1 9:00 イࢳࢯオࢿ࢔ࢩーࢺ㢮のがࢇ⣽⬊ቑṪᢚไస用をቑᙉする⸆๣の᥈⣴ 

 ╩ᒸ㑈Ꮨ㸪᐀ṇ᫴ኴ郎㸪村田ⰾ⾜㸪中村俊之㸪中村ᐅ∦ە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

'-2 9:12 フࣛボノール㢮のྠ時ฎ理がᢠ㓟໬活性にཬࡰすᙳ㡪 

 Ἑ村♸之介㸪᐀ṇ᫴ኴ郎㸪村田ⰾ⾜㸪中村ᐅ╩㸪中村俊之ە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

'-3 9:24 リノール㓟㓟໬物が /36 ㄏ発性炎⑕にཬࡰすᙳ㡪 

 村上⍞✑㸪᐀ṇ᫴ኴ郎㸪村田ⰾ⾜㸪中村ᐅ╩㸪中村俊之ە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

'-4 9:36 フェࢽル࣍ウ㓟ㄏᑟయとのぶ࿴性を฼用したプࣞࢽルࢣルセࣥࢳの⣽⬊ෆືែと⤖

合タࣥࣃク㉁の⥙⨶的解析 

Ἑ原ⱝ⳯㸪అ見ኴᕼە   1㸪ட஭ඃ㍤ 1㸪ྥ஭理恵 2㸪㉥川 ㈉ 1 

  （ᚨ島大・་科栄養㸪1ᚨ島大院・་科栄養㸪2ᚨ島大・生物資※） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

'-5 10:00 大㇋イࢯフࣛボࣥ代謝物のᢠ㓟໬స用と⫹Ồ㓟ཷᐜయ TGR� へのస用解析 

 ᫓島ຬᩯ㸪黒ᮌ຾ஂ㸪榊原㝧一ە  

  （ᐑᓮ大院・農） 

 

'-6 10:12 スカࢺールによる⣽⬊ቑṪは AhR ౫Ꮡ性と㠀౫Ꮡ性の (R.�-N. ⤒㊰によりไᚚࢀࡉる 

 Ṋ஭▱ඃ㸪ΎỈ英ᑑە  

  （島根大院・⮬↛科Ꮫ） 

 

'-7 10:24 スカࢺールによる AhR 㠀౫Ꮡ的 3.A�(R. ⤒㊰の活性໬が肝がࢇ⣽⬊のቑṪと 0DR�1

発⌧をㄏᑟする 

 ឡ⨾, ΎỈ英ᑑ⦾㇂ە  

  （島根大院・⮬↛科Ꮫ） 

 

'-8 10:36 IAA による AhR ⤒㊰の㑅ᢥ的活性໬がオ࢟ࢧリプࣛࣥࢳឤཷ性を㧗ࡵる 

 ἟田ᙬ㑣㸪ΎỈ英ᑑە  

  （島根大院・⮬↛科Ꮫ） 
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 10:48 ఇ ᠁ 

 

'-9 11:00 ࢚スࢺロཷࣥࢤᐜయの発⌧に基࡙ࡃ組み合ࡏࢃຠᯝに関する研究 

ᖹ ⱝⴥ㸪藤村由紀ە   1㸪❧ⰼᏹᩥ 1㸪村田 ᕼ 

  （ឡ፾大院・農㸪1 九大院・農） 

 

'-10 11:12 食品の₯ᅾ的リスクにᑐするメタボリࢵク・プロフ࢓イリࣥࢢ解析の応用ྍ能性 

 㸪一℩ᬛ⨾㸪小ᯘඃⰼ㸪⇃ῧ基ᩥ㸪❧ⰼᏹᩥ㸪藤村由紀↰⪷ ᮤە  

  （九大院・農） 

 

'-11 11:24 ⥳Ⲕカࣥ࢟ࢸ代謝物 (G&�0� によるᙧ㉁⣽⬊様ᶞ≧⣽⬊の活性໬స用 

㯲㸪௰ᔱ⨾里㸪ᙇ ⩼㯌㸪川ᮏ♩஀㸪⇃ῧ基ᩥ㸪藤村由紀㸪෠ᒸ⋹஀┦ ᮤە   1㸪 

  㕥ᮌⴌே 1㸪田中⿱子 1㸪❧ⰼᏹᩥ 

  （九大院・農㸪1 ୕஭農ᯘ・R	D ᮏ㒊） 

 

'-12 11:36 ᴫ᪥リ࣒ࢬを⪃៖したカカオポリフェノールの㧗⾑⢾ᢚไຠᯝ 

 ෠ኈ㔝⩧㤿㸪ᒣୗ㝧子ە  

  （神戸大院・農） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

'-13 13:15 㫎節ᦤྲྀによるᾏ㤿 6IRT1  よび神⤒栄養ᅉ子㑇ఏ子発⌧へのᙳ㡪࠾

⳯⨾㇂ᯇᮏ῟一㸪藤ࠐ   1㸪▼田ᙬ⳹ 1㸪Ἠ ᬛ明㸪㕥ᮌ 㐶㸪ᅵᒃᖿ἞㸪ᓊ田ኴ郎 1 

  （࣐ルࣔࢺ（ᰴ）㸪1 ឡ፾大・農） 

 

'-14 13:27 ࣡イࣥࢻࣈウᢳฟ物によるࢺロࣥࣥࣅ㜼ᐖを介した 3AR1 活性໬ᢚไస用 

⿱㭯␃ዉὠ子㸪ᒣୗဴ生㸪ㅖ㝰ṇࠐ   1㸪望᭶ு介 1㸪ᖹ㔝຾ஓ 

  （㤶川大・་㸪1 㤶川大・農） 

 

 ノク࣐リࣥ㢮が᭷するᢠ⫧‶స用のቑᙉ໬ࣛࣆロࢻࣄࢪ 13:39 15-'

 Ώ㎶⹿子㸪AEu <ousuI Hossin1㸪✄福ᚁᚿࠐ  

  （⌰⌫大・農㸪1IU%AT㸪%angladesh） 

 

 るᢠ⫧‶స用物㉁の᥈⣴ࢀࡲミの根にྵࢨ࢔࣐ࢩ 13:51 16-'

⏨島⥤஀㸪上ᒣὈ⁾ࠐ   1, ᒇ ᏹ඾ 1, ✄福ᚁᚿ 

  （⌰⌫大・農㸪1 ዆⨾機能性食品研究఍） 

 

 14:03 ఇ ᠁ 
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'-17 14:15 ↝㓅㯜を฼用したᱵᯝᐇからのク࢚ࣥ㓟㣧ᩱの㔊造 

 ❶᠇神㇂ᰟ࿴㸪Ᏻᮏ明㤶里㸪福田Ὀஂ㸪ⓑᆏࠐ  

  （㏆␥大院・農） 

 

'-18 14:27 ᱵ酒には Aș42 の࢔ミロイࢻ⥺⥔ᙧ成をᢚไし㸪୙⁐໬จ㞟へとᑟࡃ成分がྵࢀࡲる 

 ୸㝯⾜, ᯇ田╬ᐇ▼ࠐ  

  （Ᏹ㒊フロ▷大・食物栄養） 

 

'-19 14:39 㓑㓟⳦による࢔ルࢥール代謝にཬࡰすᙳ㡪 

 㸪ᯇᒸு㍜ࡄᒣୗそよࠐ  

  （࢟ࣘーࣆー（ᰴ）・研究㛤発） 

 

'-20 14:51 ᳜物発酵࢚࢟スによる࣐イクロプࣛスࢵࢳクయእ᤼㝖のྍ能性 

ᮡᮏ Ꮫ㸪村上ඔ၏ࠐ   1㸪大ᯘ┿ᕹ 1 

  （ᒸᒣ大・᳜物研㸪1（ᰴ）機能性食品㛤発研） 

 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹃会場（%41 講⩏ᐊ）「㣗ရ 2」「⎔ቃ」 

 

(-1 9:00 ࣘーࣞࢢナはෆ分Ἢᨩ஘物㉁ �ノࢽルフェノール� の⣽⬊ෆ࡛の代謝機能をᣢࡘ 

大᱓ᾈᏕ㸪Ἀ ⿱἞ࠐ   1㸪中㔝㛗ஂ 1 

  （中ᅜᏛᅬ・⌧代生活㸪1 阪බ大・研究᥎㐍） 

 

(-2 9:12 ༢一⳦を用࠸たポリࢽࣅル࢔ルࢥールの生分解性ホ౯ 

  小ᖹ࿴ஂ 

  （（ᰴ）クࣛࣞ） 

 

(-3 9:24 )e2�౫Ꮡ的な㓟໬的⭷യᐖにࡅ࠾る࢚ࢵクス⥺のᙳ㡪 ʊ 2U06�3�T�1 ⣽⬊࠾よび⬡

㉁⭷ࣔࢹルを用࠸た解析 ʊ 

  ຍ藤ಙဢ 

  （京大・」合研） 

 

(-4 9:36 ప 㛢㙐ᚠ⎔ᘧỈ産養Ṫにྥࡅた◪໬⣽⳦⩌㞟の構⠏と応用 

ሯᮏ㝣生㸪ᯇᮏᣅᕭ㸪᭷㤿஧ᮁە   1 

  （㫽ྲྀ大院・ᣢ♫๰生㸪1 㫽ྲྀ大・農） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

(-5 10:00 ప ㈓ⶶとప ຍ⇕が Campylobacter jejuni の生ṧ性にཬࡰすᙳ㡪 

 ໭ᒣ⋹⾰㸪ᮏᇛ㈼一㸪┈田時ග㸪ᐑᮏᩗஂە  

  （九大院・農） 

 

(-6 10:12 Enterococcus faecium ≉␗的フ࢓ーࢪの༢㞳࠾よびその≉性ホ౯ 

ᒣ村啓ᝅ㸪0ohaPed (l TelEany㸪┈田時ග㸪ᐑᮏᩗஂ㸪㰻藤紀ඛە   1㸪ᮏᇛ㈼一 

  （九大院・農㸪1 ᘯ๓大院・་） 

 

(-7 10:24 Pediococcus pentosaceus T2.AI ���P ᰴ࡛స〇した㇋ஙࣚーࢢルࢺの㛗ᮇᦤྲྀが⫧‶

 すᙳ㡪ࡰル࣐ウスのㄆ▱機能にཬࢹࣔ

中島ຬ㈗ࠐ   1㸪᪥ẚ཭之 2,3㸪中Ṋ㞞༤ 4㸪௒஭᪩ᕼ 1,3,4㸪⛙㔝ఙ஧ �㸪大཭㯞子 �㸪 

  Ᏻ田 ఙ 1,2,3,4㸪ᖹ㔝ᑗྖ 1,2,3,4㸪ᮌୗ英ᶞ 1,2,3,4 

  （1 東ᾏ大・農㸪2 東ᾏ大院・生科㸪3東ᾏ大・⥲農研㸪4 東ᾏ大院・農㸪�東ᾏ大・་） 

 

(-8 10:36 㧗⬡⫫㧗ࣙࢩ⢾食⤥㣵࣐ウスの生໬Ꮫ࣐ーカーにཬࡰすフ࢟ᢳฟ物のᙳ㡪 

小ᰗᙬ⳹㸪㏆藤（ẚỤ᳃）⨾ᶞە   1 

  （㧗▱┴大院・ே間生活㸪1 㧗▱┴大・೺ᗣ栄養） 
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 10:48 ఇ ᠁ 

 

(-9 11:00 ᕼᑡ⢾ D࢔�ルロースは )G)21 のㄏᑟを介し࡚ 0A6/D を予防する 

 ᮌດࠎ㛗⦖リ⧊㸪ᯇᒃ ⩧㸪㒔⠏ ᕦ㸪బە  

  （京大院・農） 

 

中࣐イクロ₢⾑ࢺࣄ 11:12 10-) RNA 発⌧にཬࡰすタ࣐࢚࢟ࢠࢿスタࢺࢵࣞࣈᦤྲྀのᙳ㡪 

ᖹ川┿ဢ㸪ᒣᮏ┿生㸪༓ⴥᾴኴ郎㸪ΎỈ᭱ฟ༡㸪⇃ῧ基ᩥ㸪㛗㇂田ⲁە   1㸪すᖹ 順 1㸪

ᒣᮏ（๓田）万里 2㸪藤村由紀㸪❧ⰼᏹᩥ  

  （九大院・農㸪1 ໭情大・་⒪情報㸪2 農研機構） 

 

(-11 11:24 ⫾生ᮇのかࡔ࠾ࡘしᦤྲྀがࢥーࣥἜᦤྲྀによる㑇ఏ子発⌧のㄏᑟをᢚไする 

అ見㥴ு㸪小⃝㈗明ە   1㸪ᯇᒃ ⩧㸪㒔⠏ ᕦ㸪␭田㈗俊 1㸪బࠎᮌດ 

  （京大院・農㸪1 阪大・⺮ⓑ研） 

 

(-12 11:36 ㌿෗ᅉ子 )2;21�3a の活性をᢚไし➽ⴎ⦰をᢚไする食品・᳜物由来໬合物の᥈⣴ 

 阪上ឡᩯ㸪ᒣᮏ᭷⣪㸪大すᣅᕫ㸪大⸭ ⵇ㸪ட஭ᗣᐩە  

  （京ᗓ大院・生࿨⎔ቃ） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

スを介したࢩーࢺイࢧࢻルー࣋リーⴥ⇕Ỉᢳฟ物の࢚ࣥࣈ 13:15 13-) I/�1ȕ 産生ᢚไస用 

⨾竹原┤ஓ㸪᭤ ᐀ಙ㸪田中ኟ子㸪ᒣ﨑᭷ە   1㸪小川೺஧郎㸪すᒣ࿴ኵ㸪ᒣ﨑ṇኵ 

  （ᐑᓮ大・農㸪1 ᐑᓮ大・ᆅᇦ資※） 

 

 ᦢỒṧ´の฼用に関する研究ࢶープフルーࣞࢢ 13:27 14-)

田┿理ዉ㸪Alisa 3aWWarapisiWporn1㸪㔝間ㄔྖ▼ە   2 

  （బ㈡大院・農㸪1 㮵ඣ島㐃大・農㸪2 బ㈡大・農） 

 

(-15 13:39 3D プリࣥࢺ㐺応型大㇋タࣥࣃク㉁フ࢕ル࣒の〇⭷・物性にཬࡰすῧຍ物のᙳ㡪 

ⶶ田ᐇ生㸪ᰗ原 ⵇە   1㸪ᅬ川あ࠸り 1㸪ᖹ⃝ ற 1㸪ཪᖹⰾ᫓ 1㸪ᯇᐑ೺ኴ郎㸪 

  ㇂ ྐே㸪小ᯘ ᩗ 

  （京大院・農㸪1 ୕生་⸆） 

 

(-16 13:51 タࣔࢠタࢣ子ᐇయᙧ成㐣⛬࡛の㤶り໬合物ືែの解析 

Ọ田཭紀㸪᪩எዪᲈە   1㸪ᯇ஭೺஧ 

  （ᒣཱྀ大院・๰成科Ꮫ㸪1 㫽ྲྀ大・農） 
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 14:03 ఇ ᠁ 

 

(-17 14:15 Peniophoraᒓᢸ子⳦を用࠸た発酵ஙのᢠ㓟໬活性 

㮖見┿佳㸪ᒸᮏ㈼἞ە   1 

  （㫽ྲྀ大院・ᣢ♫๰生㸪1 㫽ྲྀ大院・工） 

 

(-18 14:27 バルク⣔Ἔ⬡の㓟໬Ᏻᐃ性を㧗ࡵるங໬๣の᥈⣴ 

ᰩ原ဏᕼ㸪ᒣᮏᖾᘯە   1 

  （┴ᗈ大院・生࿨ࢩス࣒ࢸ㸪1 ┴ᗈ大・生物資※） 

 

(-19 14:39 (n]yPaWiF InWeresWeriIiFaWion oI )enugreek 2il Using DiIIerenW /ipases� /ipid Re�sWruFWuring 

Ior IPproYing IWs 2[idaWiYe 6WaEiliWy 

 Nur Ain Hannani %inWi HaPid㸪<ukihiro <aPaPoWo1ە  

  （Grad� 6Fh� 3reI� UniY� HiroshiPa, 13reI� UniY� HiroshiPa） 

 

(-20 14:51 AnWio[idanW aFWiYiWy oI Whe seleFWed IlaYonoids in diIIerenW aTueous soluWions 

Nwawuike 3eaFe 2ssai㸪6hinWaro 0unePasa㸪<oshiyuki 0uraWa㸪Toshiyuki NakaPura㸪ࠐ  

<oshiPasa NakaPura 

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹄会場（%32 講⩏ᐊ）「᭷ᶵ化学 1」「᳜物」 

 

)-1 9:00 GluWariPide ⣔ᢠ生物㉁の⥙⨶的合成をᚿྥした ����NaraPyFin % の合成研究 

 㤿ሙ೺ྖ㸪Ύ田ὒṇە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

)-2 9:12 ᢠ⭘⒆性メイタࣥࣥࢩの⡆⣲໬࢔ナロࢢのࢨࢹイࣥとフࣛࢢメࣥࢺ合成 

 ゆか㸪ஂୡ㞞ᶞࡲ藤ᮏە  

  （神戸大院・農） 

 

)-3 9:24 ⬺⓶࣍ルࣔࣥへの変᥮⤒㊰の解明にྥࡅた㔜Ỉ⣲標㆑ ��dehydroFholesWerol の合成 

 ⫖ ໭村㑈介㸪௒村ᝆே㸪⯪ᶫᬛ㍤㸪小㔝ە  

  （京大院・農） 

 

 ル໬཯応と機能ࢩ࢔ウ࣒ゐ፹ࢪカルボࣥ㓟を฼用するロࣥࢪリ࣌ࣆ 9:36 4-(

ᙇ⪀༟ە   1㸪▮﨑㞞⳯ 1㸪ᾆ川᫓⳯ 1㸪㒟஀⍧ 1㸪᭷⃝⨾ᯞ子 1,2 

  （1 九大院・農㸪2 東໭大院・་） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

)-5 10:00 ㉸セࣞࣥㄏᑟయのロࢪウ࣒ゐ፹合成と機能 

␃ⱌ田࿴大ە   1㸪▮﨑㞞⳯ 1㸪᭷⃝⨾ᯞ子 1,2 

  （1 九大院・農㸪2 東໭大院・་） 

 

)-6 10:12 㠀ᑐ⛠ࣅス」⣲⎔セࣞࣥ໬合物のロࢪウ࣒ゐ፹合成とᢠウイルス活性 

﨑㞞⳯▮ە   1㸪㡑㨯 1㸪እᒣႛኈ 2㸪ᩪ藤ⰾ郎 2㸪㉥ụᏕ❶ 3㸪᭷⃝⨾ᯞ子 1,3 

  （1 九大院・農㸪2 東໭大院・⸆㸪3 東໭大院・་） 

 

 ウ࣒ゐ፹的合成཯応ࢪのロࣥࣛࢩルࢩ࢔ 10:24 7-(

  ▮﨑㞞⳯ 1㸪ە⥳川 ✨ 2㸪᭷⃝⨾ᯞ子 1,3 

  （1 九大院・農, 2 九大・農, 3 東໭大院・་） 

 

)-8 10:36 㠀ᑐ⛠ࣅス」⣲⎔カルバࣔイルㄏᑟయのロࢪウ࣒ゐ፹合成と機能 

  ▮﨑㞞⳯ 1㸪ەすಛ 㑈 2㸪㒟஀⍧ 1㸪᭷⃝⨾ᯞ子 1,3 

  （1 九大院・農㸪2 九大・農㸪3 東໭大院・་） 

 

 10:48 ఇ ᠁ 
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)-9 11:00 スࣆロイリࢲール㢮の合成研究㸸スࣆロ⎔໬཯応の D)T 解析 

藤田ᴦ㒔㸪▼஭大ᬛ㸪ᰗ田 ுە   1㸪ⰼᮌ♸㍜ 1 

  （㤶川大院・農㸪1 㤶川大・農） 

 

)-10 11:12 ��o[osesaPin の඲❧య␗性యの合成 

 ⪾ ᒸ田᱈佳㸪す⬥ ᑑ㸪ᒣෆە  

  （ឡ፾大院・農） 

 

)-11 11:24 ᳜物⢾⬡㉁の࢔ࢥ構造となるイノࢺࢩール࣍ス࣍セࣛミࢻの合成 

 ᮌඞ⪽㸪ⰼ島ៅᘺࠎᾉⰼ๛ྐ㸪బە  

  （㫽ྲྀ大・工） 

 

)-12 11:36 ࣍ウ⣲原子をྵࢥࣆࡔࢇリࣥ࢔ミࢻㄏᑟయの合成 

  ோᮌ᱈㤶㸪ᐑᓮ㐩ஓ㸪ࠐ㇂᳃⤀἞ 

  （阪බ大院・農） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

)-13 13:15 㔝生イࢿ種子のプロࢸイࣥボ࢕ࢹのᙧែほᐹ 

᳃田㔜ேࠐ   1,2㸪ᯇᮏ啓㍜ 1㸪ቑ村ጾᏹ 1,2 

  （1 京㒔ᗓ大院・生࿨⎔ቃ㸪2 京㒔ᗓ農技セ・生資セ） 

 

 ー࣒の解析と発⇕⤒㊰の᥈⣴ࢺスクリプࣥࣛࢺにకう⾜⛣ࢪーࢸ㞝ⰼの発⇕スࢶࢸࢯ 13:27 14-(

ᒣᮏง来ࠐ   1㸪ᯇᒸྐⰼ 1㸪ஂᯇⴌࠎ㤶 1㸪బ藤ගᙪ 2㸪✄ⴥ୔ே 1㸪✄ⴥ㟹子 1,3 

  （1 ᐑᓮ大・農㸪2 かࡉࡎ DNA 研㸪3 東໭大院・生࿨） 

 

࢔リࢸノバク࢔ࢩ 13:39 15-( )TN2 タࣥࣃク㉁のⴥ⥳యᒁᅾ໬によるࢩロイࢾナࢬナ arc6 変␗

యの┦⿵ 

小ᯘ⯟ኴ㸪Ᏹ㒔൉ử㸪✄ⴥ㟹子ࠐ   1㸪✄ⴥ୔ே 

  （ᐑᓮ大・農㸪1 東໭大院・生࿨） 

 

)-16 13:51 ప ࠾よび A%A を介した෾⤖⪏性のቑᙉにࡅ࠾るࢩロイࢾナࢬナ ABI4㑇ఏ子のᙺ๭ 

୐㸪໭⬥⪔ᖹ㸪✄ⴥ㟹子⪷ྜྷ✄ࠐ   1㸪✄ⴥ୔ே 

  （ᐑᓮ大・農㸪1 東໭大院・生࿨） 

 

 14:03 ఇ ᠁ 
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 ル種によるẼᏍ㛤㛢㐠ືไᚚ機構の解析ࢽオࣥと活性カルボࢳルタࢢ 14:15 17-(

ୗᮏᖾᖹ㸪中村俊之㸪中村ᐅ╩㸪᐀ṇ᫴ኴ郎㸪┿㔝⣧一ࠐ   1㸪村田ⰾ⾜ 

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨㸪1 ᒣཱྀ大・⥲科セ） 

 

)-18 14:27 ⣚Ⰽ㠀◲㯤⣽⳦ /36 による種子プࣛイミࣥࢢがイࢿの根の成㛗にཬࡰすຠᯝ 

๓川㕥⳹㸪中⏿ᩄဢࠐ   1㸪福島 ໶㸪原田ᰭ㟂㸪ᯘ ಟᖹ㸪ᒣᮏ㐍஧郎㸪ᐑᆏ ᆒ㸪 

  ྂ㈡ ☐ 2㸪ᚋ藤みどり 2㸪ᒣ田┤ᶞ 3㸪∾ Ꮥ᫛ 3 

  （ᓫᇛ大・生物生࿨㸪1ᓫᇛ大院・工㸪2（ᰴ）&iaPo㸪3（ᰴ）ᯇᮏ微生物研） 

 

 のຠᯝࢢイ࡛ࣔの⣚Ⰽ㠀◲㯤⣽⳦バイオプࣛイミ࣐ࣥࢶࢧ 14:39 19-(

⳹中⏿ᩄဢ㸪๓川㕥ە   1㸪福島 ໶ 1㸪原田ᰭ㟂 1㸪ᯘ ಟᖹ 1㸪ᒣᮏ㐍஧郎 1㸪 

  ᐑᆏ ᆒ 1㸪ྂ㈡ ☐ 2㸪ᚋ藤みどり 2㸪ᒣ田┤ᶞ 3㸪∾ Ꮥ᫛ 3 

  （ᓫᇛ大院・工㸪1 ᓫᇛ大・生物生࿨㸪2（ᰴ）&iaPo㸪3（ᰴ）ᯇᮏ微生物研） 

 

るⲔのࡅ࠾ナにࢬナࢾロイࢩ 14:51 20-( &s&3& 㑇ఏ子の機能解析 

 ⱝᯇᑑ⾰㸪෠Ọるみە  

  （ᗈ島大院・統合生࿨） 

 

)-21 15:03 カルࢩウ࣒イオࣥに౫ᏑしたẼᏍ㛢㙐に関୚するタࣥࣃク㉁࢟ナーࢮの機能解析 

✑┿⯖⬥୸ᒣ⨾ဏ㸪中島ᮒኟ㸪⣽見Ὀᕼ㸪ە   1㸪中村俊之㸪中村ᐅ╩㸪村田ⰾ⾜㸪 

  ᐀ṇ᫴ኴ郎 

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨㸪1 ᒸᒣ大・農） 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹅会場（%33 講⩏ᐊ）「᭷ᶵ化学 2」 

 

*-1 9:00 Pochonia suchlasporia TA0A�� ᰴが生産するࢻࣄࣛࢺࢸロフࣛࣥ⎔構造をᣢࡘ新つ

asWelWo[in 㢮⦕య 

 ຍ藤㝧㍤㸪神ᓮ ᾈ㸪ோ戸田↷ᙪە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

*-2 9:12 Cis-trans isoPers oI noYel asWelWo[in analogs produFed Ey solid�sWaWe IerPenWaWion oI 

Pochonia suchlasporia TA0A �� 

 Thi .hanh NgoF Nguyen, Haruki .aWo, Hiroshi .an]aki, Teruhiko NiWodaە  

  （Grad� 6Fh� (nYiron� /iIe 6Fi�, 2kayaPa UniY�） 

 

*-3 9:24 㸴ဨ⎔の Į�Een]ylidenelaFWone 構造がᢠカࣅ活性に୚えるᙳ㡪 

ᒸ㞞空㸪す⬥ ᑑ㸪⛅ᒣᾈ一∦ە   1㸪ᒣෆ ⪽ 

  （ឡ፾大院・農㸪1 ឡ፾大・⥲合科Ꮫᨭ᥼セ） 

 

*-4 9:36 ᪥ᮏᅾ来のオリーࣈ㔜せᐖ⹸による oleuropein 分解ᡓ␎ 

 藤川ளஓ㸪᳃ ┤ᶞ㸪ྜྷỌ┤子ە  

  （京大院・農） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

*-5 10:00 Burkholderia cepacia complex が産生する⣽⳦ポリイࣥ FepaFin 㢮の構造ゞṇ 

 ⡿⍆㡢㸪㟷ᮌ୐ᾏ㸪Ἑ原大㍤㸪⏥ᩫᘓḟஂە  

  （阪බ大院・農） 

 

タミࣥࣅ 10:12 6-* & 㢮ఝయのᢠ㓟໬స用 

藤ຬᝅ㸪ྂ㈡Ṋᑛఀە   1㸪田஭❶༤ 1 

  （ᚨ島大院・๰成科Ꮫ㸪1 ᚨ島大・生物資※） 

 

 中の神⤒✺㉳ᙧ成ಁ㐍స用成分ࢃあࡕࡶ・きびࡕࡶ 10:24 7-*

⾜㧗見ᾴ┿㸪阪ᮏ㮚ە   1㸪Ḉ㇂英἞ 1㸪ྂ㈡Ṋᑛ 1㸪田஭❶༤ 1 

  （ᚨ島大院・๰成科Ꮫ㸪1 ᚨ島大・生物資※） 

 

*-8 10:36 2 ఩ࢩ࢔ル໬࢔スࢥルࣥࣅ㓟ㄏᑟయの神⤒✺㉳ᙧ成ಁ㐍స用 

新見 ᬮ㸪ྂ㈡Ṋᑛە   1㸪田஭❶༤ 1 

  （ᚨ島大院・๰成科Ꮫ㸪1 ᚨ島大・生物資※） 
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 10:48 ఇ ᠁ 

 

るࢃスリࣥ生合成に関ࣞࣆ 11:00 9-* GD6/ ࢚スࣛࢸーࢮ�リࣃーࢮにᑐする࣍ス࣍ࣥ㓟型୙ྍ

㏫㜼ᐖ๣の構造活性┦関 

黒⃝ኳ⩧㸪ᯇᑿ᠇ᛅە   1㸪竹ᮏᆂ介 1㸪村஭ 㝧 1㸪ఀ原 ㄔ 1㸪田㎶ 㝧 2㸪ᯇ田一ᙪ 1 

  （㏆␥大院・応用生࿨㸪㏆␥大・農 1㸪関Ꮫ大・理工 2） 

 

*-10 11:12 in silico ἲによるࣥࢳࢥࢽ性ཷᐜయ�リ࢞ࣥࢻ間┦஫స用のホ౯ἲの᳨ウ 

 原 ㄔ㸪小ᔱᑦ᠇㸪Ṋᯘ┿由ⰼ㸪᳃⃈ᾏே㸪ᯇ田一ᙪఀࠐ  

  （㏆␥大・農） 

 

*-11 11:24 )agaraPide ㄏᑟయのᢠ Mycobacterium smegmatis -&0�3��T活性にᑐする構造活性┦関 

 ᘅ川ᾴᕹ㸪ྜྷᅧ⨾ဏድ㸪㧗ᮌฑ᭶㸪ሯᮏἋ恵㤶㸪᯽ᮌ୔ᣑ㸪TohPas %u[Won㸪ە  

  島村ᬛ子㸪大ሯ♸Ꮨ 

  （㧗▱大・農ᯘᾏὒ） 

 

 ウ࢟（Angelica acutiloba .iWagawa）のⴥの㤶Ẽ成分ࢺࢺ࣐ࣖ 11:36 12-*

⨾Ụ๪ྐᮁ㸪中㔝ඞە   1㸪田中ᩄ㞝 1㸪黒川៞子 1㸪㉥ቨၿᙪ 

  （ᒣཱྀ大院・๰成科Ꮫ㸪1 農ᴗ組合ἲேうࢀࡶᮌの㒓） 

 

 11:48 ఇ ᠁ 

 

*-13 13:15 ᯿ᶲ⑓原⳦にᢠ⳦活性を♧す Bacillus ᒓ⣽⳦が生産する㧗分子㔞物㉁の᳨ウ 

 ᔱ﨑㣁┿㸪ᒣෆ ⪽㸪す⬥ ᑑە  

  （ឡ፾大院・農） 

 

*-14 13:27 %iliYerdin 生合成⤒㊰に関୚する酵⣲がクࢧカࢤロウのయⰍにཬࡰすᙳ㡪 

 ᯇᯘ⣫ୡ㸪㜿㒊㢼㡢㸪ᒣෆ ⪽㸪す⬥ ᑑە  

  （ឡ፾大院・農） 

 

 ク㉁性⥳ⰍⰍ⣲の解明ࣃロウ成⹸のタࣥࢤカࢧポࣥクࢵࢽ 13:39 15-*

 㜿㒊㢼㡢㸪ᶓ஭大ὒ㸪ᒣෆ ⪽㸪す⬥ ᑑە  

  （ឡ፾大院・農） 

 

フリカ産⸆用᳜物࢔ 13:51 16-* Zanthoxylum zanthoxyloides が᭷する⬡⫫⵳✚ᢚไ成分の༢㞳・ྠᐃ 

஭上✑㡢㸪小ᯘ⛱Ꮨ㸪 ᯇᮏ 大㸪༡川㐶ድ㸪᯽ᮌ୔ᣑ㸪TohPas %u[Won㸪島村ᬛ子㸪ە  

大ሯ♸Ꮨ 

  （㧗▱大・農ᯘᾏὒ） 
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 14:03 ఇ ᠁ 

 

*-17 14:15 ᢠ⳦性ナフ࢟ࢺノࣥ 2,3�epo[ysesaPone の㠀酵⣲的変໬ 

藤原ᨻ㍤㸪ྂᮏᩄኵࠐ   1 

  （㤶川大院・農㸪1 㤶川大・農） 

 

*-18 14:27 ᕼᑡ⢾のᢠ⪁໬活性㸸⥺⹸の᭱⤊⢾໬産物（AG(s）をᣦ標にしたスクリーࢢࣥࢽ 

 బ藤ṇ資㸪ᖹ田恵子㸪㧗ᓊ大ክࠐ  

  （㤶川大・農） 

 

*-19 14:39 Peniophoraᒓᢸ子⳦が᳜物ᯝᐇ࡛生成するࣆロࣥ໬合物の༢㞳と構造Ỵᐃ 

⧊஀㸪㐲ᔱリࠎᐑ㔝㄂ە   1㸪す村ኊኸ 2㸪⳥ᆅᬕஂ 2㸪ᯇᾆಙᗣ 3㸪ᒸᮏ㈼἞ 1,4 

  （㫽ྲྀ大院・ᣢ♫๰生㸪1 㫽ྲྀ大・工㸪2 ៞᠕大・⸆㸪3 ᒸᒣ理大・生࿨科Ꮫ㸪 

  4 㫽ྲྀ大院・工） 

 

 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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㹆会場（%11 講⩏ᐊ）「㓝⣲化学」「ື物」 

 

+-1 9:00 ㌿෗ඹᙺᅉ子 3G&1Į は㦵᱁➽に࡚࠸࠾⬡⫫合成酵⣲ DgaW2 の㑇ఏ子発⌧をቑຍࡏࡉる 

ᮌ村ᚨኈ㸪ᮡᮏᣅᾏ㸪酒ᕳ༓ᗈ㸪୕ᾆ㐍ྖە   1㸪ட஭ᗣᐩ 

  （京ᗓ大院・生࿨⎔ቃ㸪1 㟼ᒸ┴大院・食品栄養） 

 

+-2 9:12 肝臓にࡅ࠾る中㙐⬡⫫㓟代謝のḞᦆが⬡㉁Ⴔዲ性を変໬ࡏࡉ㸪⬡⫫肝と⪏⢾能␗ᖖを

ᘬき㉳ࡇす 

 ᮌດࠎ୸ᒣୡ೔㸪ᯇᒃ ⩧㸪㒔⠏ ᕦ㸪బە  

  （京大院・農） 

 

+-3 9:24 中ᯡ性⑂ປ発生機構にࡅ࠾る ț オࣆオイࢻの関୚とそのಙྕఏ㐩⤒㊰の解明 

 ᖹᒸ㞷஀㸪⚃ ⋢⌺㸪ᶓ川ᣅᾏ㸪஭上࿴生ە  

  （京大院㺃農） 

 

+-4 9:36 ⬡⫫⣽⬊のḞᦆが୙Ᏻ࠾よび空間グ᠈に୚えるᙳ㡪 

 ᭶里⳯㸪ᶓ川ᣅᾏ㸪ᚋ藤 ๛㸪஭上࿴生⛅ࠐ  

  （京大院・農） 

 

 9:48 ఇ ᠁ 

 

+-5 10:00 ⥺⹸ C. elegans のᗂ⹸ఇ╀をไᚚする▷㙐神⤒࣌プࢻࢳ )/3 とཷᐜయ 

  上ᇉⳀ⍚㸪ᒾ﨑 ᓫ㸪బ竹 炎 1㸪ࠐἙ㔝 ᙉ 

  （㫽大院・㐃農㸪1  （リー・生᭷研ࢺࣥࢧ

 

+-6 10:12 %&G ㄏᑟච␿が⢾代謝␗ᖖにཬࡰすᙳ㡪 

 中村ᩥ㤶㸪新川᫓⳯㸪✄福ᚁᚿࠐ  

  （⌰⌫大・農） 

 

+-7 10:24 3roWein03NN を฼用した㉸ዲ⇕⳦由来 (sWerase の≉性ᨵ変ᡓ␎ 

 ⾜ᮌ統ஓ㸪௒村⥔ඞ㸪௒中ὒࠎబە  

  （ᒸᒣ大院・⎔ቃ生࿨） 

 

+-8 10:36 Trypanosoma cruzi 由来 G03 reduFWase と G03 との」合యの ; ⥺⤖ᬗ構造解析 

 み㸪中川࿴ᶞ㸪す村㔜ᚨ㸪ᒸ田ဴஓ㸪஝ 㝯ࡘす村なە  

  （阪බ大院・農） 

 

 10:48 ఇ ᠁ 
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+-9 11:00 D�セリࣥ生産ங㓟⳦にࡅ࠾るセリࣥࣛセ࣐ーࢮ㑇ఏ子のྠᐃと機能解析 

 子㸪す川⣧ᖹ㸪㧗島ᬛஓ㸪ྜྷ村 ᚭ㸪ⱝᒣ ᏲࠎỈ㔝⳯ە  

  （❧࿨㤋大院・生࿨科Ꮫ） 

 

+-10 11:12 Pseudomonas nitroreducens 由来 Ȗࢢ�ルタミルࣥࣛࢺス࣌プࢲࢳーࢮの࢔クセプター基

㉁に╔┠した酵⣲Ꮫ的解析 

᱒ 啓介㸪㧗島ᬛஓ㸪Ṋ田㝧一㸪᪥❪㝯㞝ە   1㸪ఀ藤㈗ᩥ 1㸪ⱝᒣ Ᏺ 

  （❧࿨㤋大院・生࿨科Ꮫ㸪1 福஭┴大・生資） 

 

+-11 11:24 ᕧ大ウイルス Mimivirus shirakomae がᣢࡘ 0uW6� の生໬Ꮫ的機能解析 

ᒸᬛྐ㸪福஭೺஧ྜྷە   1㸪ⱝᯇὈ介 

  （㧗▱大院・農ᯘᾏὒ㸪1 ዉⰋዪ子大・生活⎔ቃ） 

 

+-12 11:36 HuPan 6U/T1A2�0ediaWed 6ulIonaWion oI 9iWaPin %�� )roP (n]yPe 0eFhanisP Wo 

%iologiFal ReleYanFe 

  ,anerjee RisaY, 3onsakorn %anpakulsiriwuW, 0ayu )ujiwara, .aWsuhisa .urogi%ە  

  <oiFhi 6akakiEara 

  （Grad� 6Fh� AgriF� (ng�, 0iya]aki UniY�） 

 
 11:48 ఇ ᠁ 

 

+-13 13:15 Peniophora cinerea が᳜物ᯝᐇ࡛ㄏᑟࢀࡉる⳦యእ /ipase 

ụᮏග㍤㸪ᒸᮏ㈼἞ە   1 

  （㫽ྲྀ大院・ᣢ♫๰生㸪1 㫽ྲྀ大院・工） 

 

+-14 13:27 Phlebia acerina 由来 ;ylanase の⢭〇とㅖ性㉁ 

Ᏻ竹㈗ᩯ㸪⣽ᑿ大ᶞ㸪ᒸᮏ㈼἞ە   1 

  （㫽ྲྀ大院・ᣢ♫๰生㸪1 㫽ྲྀ大院・工） 

 

+-15 13:39 Klebsiella pneumoniae 4�E 由来組᥮えポリオールࢻࣄࢹロࢤナーࢮの㑏ඖ཯応にࡅ࠾

るㅖ性㉁の᳨ウと D�タリࢺール生産にྥ࡚ࡅ 

⇲☐ᯇᮏ┿ౡ㸪ᒣᮏ⳯ᕹ㸪㧘ᮌە   1㸪望᭶ 㐍 1,2㸪ྜྷ原明⚽ 1,2 

  （㤶川大院・農㸪1 㤶川大・農㸪2 㤶川大・ᅜ㝿ᕼᑡ⢾） 

 

+-16 13:51 Cryobacterium sp�由来組᥮えࣥࣛࢺスࣛࢺࢣーࢮを用࠸た Dࢢ�リセロ�D�イࢻ�オクࢶ

ロース࠾よび  ロースの生産ࢶ�オクࢻリセロ�D�イࢢ�/

໭␊㑳ဢ㸪望᭶ 㐍ە   1,2㸪ⰼᮌ♸㍜ 1,2㸪ఱ᳃ ೺ 1,2㸪神㫽成ᘯ 2,3㸪ྜྷ原明⚽ 1,2 

  （㤶川大院・農㸪1 㤶川大・農㸪2 㤶川大・ᅜ㝿ᕼᑡ⢾㸪3 㤶川大・་） 
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 14:03 ఇ ᠁ 

 

+-17 14:15 ポリフェノール◲㓟ᢪ合యの⬺◲㓟໬機構の解明 

 ᒣ田ᣅ郎㸪黒ᮌ຾ஂ㸪榊原㝧一ە  

  （ᐑᓮ大院・農） 

 

+-18 14:27 タࣥࣃク㉁ࢳロࣥࢩ◲㓟㌿⛣酵⣲によるࢳロྵࣥࢩ᭷࣌ࢪプࢻࢳのスル࣍ࣥ໬ 

 Ύᯇ࿴㣕㸪黒ᮌ຾ஂ㸪榊原㝧一ە  

  （ᐑᓮ大院・農） 

 

+-19 14:39 ᗈ ᇦ࡛ቑṪྍ能な⣽⳦由来のࢢリセロールࢻࣄࢹロࢤナーࢮの機能解析 

 బ藤 ᝆࠐ  

  （ᒣཱྀ大・中㧗 微研セ） 

 

+-20 14:51 㧗ᗘ⪏⇕性 )AD ౫Ꮡ性 D�ங㓟⬺Ỉ⣲酵⣲の ; ⥺⤖ᬗ構造解析 

❶ ᯘ 順ྖ㸪川上❳ᕭ㸪ᖹ田ࠐ   1㸪㔠୸ ⰾ㸪大島ᩄஂ 2㸪Ḉᗞ᫓ᙪ 3 

  （ᚨ島大・生物資※㸪1ᚨ島大・理工㸪2 大阪工大・工㸪3 㤶川大・農） 

 

+-21 15:03 Shewanellaᒓ⣽⳦由来ࢺࢩクロ࣒ c͛にࡅ࠾る N2 ⤖合の㏿ᗘㄽ解析 

 Ώ㎶ ᪪㸪藤஭๰ኴ郎ࠐ  

  （ᗈ島大院・統合生࿨） 

 
 ࠋすࡲり࡞࡜㇟支部ඃ⚽Ⓨ⾲賞ᑂᰝのᑐ，ࡣの講演ە
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